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総
勢
約
８
０
０
人
の
忠

臣
蔵
パ
レ
ー
ド
が
城
下
町

に
繰
り
出
す
「
第
１
１
６

回
赤
穂
義
士
祭
」
は
１２
月

１４
日
に
行
わ
れ
る
。
メ
ー

ン
の
義
士
行
列
に
は
昨
年

に
続
き
俳
優
の
高
橋
英
樹

さ
ん
が
大
石
内
蔵
助
役
で

特
別
出
演
。
土
曜
日
開
催

と
あ
っ
て
主
催
の
赤
穂
義

士
祭
奉
賛
会
は
１１
万
人
の

人
出
を
見
込
む
。

　

パ
レ
ー
ド
は
赤
穂
城
跡

大
手
門
前
交
差
点
か
ら
午

前
１０
時
に
出
発
。
忠
臣
蔵

ゆ
か
り
の
人
物
に
扮
し
て

歩
く
「
義
士
伝
行
列
」、

城
明
け
渡
し
や
討
ち
入
り

な
ど
の
シ
ー
ン
を
再
現
す

る
「
忠
臣
蔵
名
場
面
の
山

車
」、
お
姫
様
姿
の
第
３５

代
赤
穂
義
士
娘
が
人
力
車

に
乗
っ
て
進
む
「
義
士
娘

人
力
道
中
」
な
ど
が
加
里

屋
「
い
き
つ
ぎ
広
場
」
横

の
本
部
前
ま
で
約
１
・
１

㌔
を
パ
レ
ー
ド
す
る
。

　

「
義
士
行
列
」
は
午
後

１
時
半
ご
ろ
大
手
門
を
出

発
し
、
２
時
５０
分
ご
ろ
に

本
部
前
で
勝
ち
ど
き
。
忠

臣
蔵
マ
ニ
ア
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
も
り
い
く
す

お
さ
ん（
赤
穂
観
光
大
使
）

と
「
歴
史
好
き
ア
イ
ド

ル
」
小
日
向
え
り
さ
ん
の

実
況
で
見
物
客
を
楽
し
ま

せ
る
。
有
料
観
覧
席
（
１

席
２
０
０
０
円
）
は
観
覧

席
横
受
付
で
午
前
９
時
半

か
ら
先
着
順
に
９０
枚
程
度

を
販
売
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
前
広

場
で
は
午
前
９
時
か
ら
甘

酒
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
。
上

仮
屋
の
赤
穂
城
跡
内
武
家

屋
敷
公
園
で
は
同
１０
時
か

ら
義
士
親
善
友
好
都
市
と

近
隣
市
町
な
ど
に
よ
る
交

流
物
産
市
を
催
す
。

　

当
日
は
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
と
周
辺
が
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
半
ま
で
通
行

規
制
。
千
種
川
河
川
敷
に

臨
時
駐
車
場
を
設
け
る
。

問
合
せ
は
奉
賛
会
事
務
局

☎
４３
・
６
８
３
９
（
市
産

業
観
光
課
）。

　
　

  

＊　

＊　

＊

　

１３
日（
金
）に
は
城
下
各

所
で
午
後
５
時
か
ら
「
義

士
追
慕
の
前
夜
祭
」。
義

士
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
っ

て
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
当

た
る
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
す
る
。
赤
穂

大
石
神
社
で
は
音
楽
ラ
イ

ブ
や
忠
臣
蔵
紙
芝
居
な
ど

の
奉
納
ス
テ
ー
ジ
を
催

し
、
か
す
汁
と
ぜ
ん
ざ
い

を
無
料
サ
ー
ビ
ス
。
加
里
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ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
丹
精
栽
培

大
津
だ
い
こ
ん
ま
つ
り

１
本
１
０
０
円
で
即
売

屋
の
花
岳
寺
門
前
広
場
で

は
甘
酒
と
大
石
内
蔵
助
が

好
ん
だ
と
い
う
ニ
ラ
雑
炊

を
振
る
舞
う
。（
写
真
は

義
士
行
列
に
特
別
出
演
す

る
高
橋
英
樹
さ
ん
）

就
職
氷
河
期
世
代

採
用
に
３８
人
応
募

　

い
わ
ゆ
る
「
就
職
氷
河

期
世
代
」
限
定
で
赤
穂
市

が
来
春
採
用
す
る
正
規
職

員
の
申
し
込
み
が
２
日
に

締
め
切
ら
れ
、
事
務
職
１

人
程
度
の
募
集
に
対
し
、

３８
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。

今
月
２２
日
と
２３
日
に
一
次

試
験
を
行
う
。

　

１
９
７
４
年
４
月
２
日

～
８４
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
高
校
卒
業
以
上
を
対

象
に
募
集
。
市
人
事
課
の

ま
と
め
で
、
千
葉
県
か
ら

岡
山
県
ま
で
男
性
２７
人
、

女
性
１１
人
の
応
募
が
あ
っ

た
。
学
歴
別
で
は
大
卒
２８

人
、
短
大
卒
９
人
、
高
校

卒
１
人
。

　

ま
た
、
８４
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
短
大
卒
業

以
上
を
対
象
と
し
た
事
務

職
２
人
程
度
の
募
集
に

は
、
４８
人
（
男
性
３０
人
、

女
性
１８
人
）
が
エ
ン
ト
リ

ー
。
７９
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
対
象
の
作
業
員

（
１
人
程
度
）に
は
８
人
、

土
木
職
（
若
干
名
）
と
造

園
職
（
１
人
程
度
）
は
１

人
ず
つ
が
応
募
し
た
。

　

同
課
は
「
赤
穂
市
の
地

理
的
な
条
件
を
考
え
れ

ば
、
多
く
の
応
募
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
。
優
秀
な
人

材
の
採
用
に
つ
な
げ
た

い
」
と
し
、
今
後
も
就
職

氷
河
期
世
代
限
定
の
採
用

を
続
け
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、「
今
後
の
採
用

状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
」
と
話
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

　

フ
ル
ー
ト
同
好
会
「
羽

音
色
（
は
ね
い
ろ
）」
は

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
１２
月
１５
日
（
日
）、
中

広
の
赤
穂
市
文
化
会
館
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
催

す
。

　

会
員
１８
人
が
「
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
」「
聖
夜
」
な
ど

を
演
奏
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
Ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
」、
備
前

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
が

賛
助
出
演
す
る
。

　

音
を
磁
気
に
変
換
し
て

伝
え
る
「
ル
ー
プ
席
」、

振
動
に
変
換
す
る
「
抱
っ

こ
ス
ピ
ー
カ
ー
」、
手
話

通
訳
あ
り
。

　

小
ホ
ー
ル
で
午
後
１
時

半
か
ら
ウ
ェ
ル
カ
ム
演
奏

で
開
演
。
入
場
無
料
。
☎

４２
・
３
２
１
１
（
赤
穂
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）。

元
の
主
婦
が
漬
け
た
「
ゆ

ず
大
根
」「
甘
酢
大
根
」

は
い
ず
れ
も
１
袋
１
０
０

円
。

　

購
入
し
た
人
に
は
１５
回

記
念
で
新
米
や
冬
野
菜
な

ど
が
当
た
る
抽
選
会
あ

り
。
新
田
交
差
点
か
ら
三

石
方
面
に
約
９
０
０
㍍
進

ん
だ
国
道
沿
い
の
黄
色
い

の
ぼ
り
旗
が
目
印
。
大
津

中
央
集
会
所
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
臨
時
駐
車
場
と
な
る
。

問
合
せ
は
☎
４３
・
６
８
４

０
（
市
農
林
水
産
係
）。

（
写
真
は
ベ
テ
ラ
ン
農
家

が
育
て
た
自
慢
の
「
大
津

だ
い
こ
ん
」）

　

今
年
で
１５
回
目
を
迎
え

る
「
大
津
だ
い
こ
ん
ま
つ

り
」
は
１２
月
８
日
（
日
）、

大
津
の
「
わ
か
ば
園
」

（
旧
大
津
保
育
所
）
で
午

前
１０
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
開
催
さ
れ
る
。
目
の
前

の
畑
で
収
穫
し
た
ば
か
り

の
新
鮮
ダ
イ
コ
ン
を
安
価

で
販
売
す
る
ほ
か
、
先
着

６
０
０
人
に
「
ふ
ろ
ふ
き

大
根
」
の
試
食
を
振
る
舞

う
。
雨
天
決
行
。

　

大
津
だ
い
こ
ん
は
、
地

元
ベ
テ
ラ
ン
農
家
有
志
の

「
大
津
年
輪
の
会
」（
旧

林
茂
存
代
表
）
が
有
機
栽

培
で
育
て
た
「
ひ
ょ
う
ご

安
心
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
の

地
場
産
野
菜
。
煮
物
に
し

た
と
き
の
柔
ら
か
さ
と
出

汁
の
し
み
具
合
に
定
評
が

あ
る
。
今
季
も
例
年
と
同

じ
１０
㌃
を
作
付
け
、
約
４

０
０
０
本
を
収
穫
で
き
る

見
込
み
だ
。

　

「
寒
く
な
る
に
つ
れ
て

太
く
な
っ
て
き
た
し
、
味

も
良
く
な
る
」
と
同
会
。

当
日
は
１
本
１
０
０
円
で

一
人
３０
本
ま
で
即
売
。
希

望
者
は
畑
に
入
っ
て
自
分

で
収
穫
す
る
「
大
根
引

き
」
も
体
験
で
き
る
。
地

　

浅
野
内
匠
頭
終
焉
の

地
、
一
関
藩
田
村
家
上
屋

敷
跡
地
（
東
京
都
港
区
新

橋
）
に
か
つ
て
あ
り
、
戦

災
や
道
路
整
備
で
焼
失
と

立
ち
退
き
の
憂
き
目
に
遭

っ
た
「
田
村
銀
杏
稲
荷
」

を
、
近
く
で
和
菓
子
店

「
新し

ん

正し
ょ
う
ど
う
堂
」
を
営
む
赤
穂

観
光
大
使
の
渡
邊
仁よ

し

久ひ
さ

さ

ん（
６７
）が
自
費
で
再
建
。

１１
月
２７
日
に
御
霊
入
れ
が

あ
り
、お
披
露
目
さ
れ
た
。

　

内
匠
頭
が
切
腹
し
た
田

村
邸
の
庭
に
あ
っ
た
イ
チ

ョ
ウ
の
大
木
が
関
東
大
震

災
で
焼
け
、
残
っ
た
切
り

株
の
上
に
稲
荷
が
ま
つ
ら

れ
た
の
が
起
源
。
忠
臣
蔵

も
の
に
出
演
す
る
役
者
ら

が
こ
ぞ
っ
て
参
拝
し
た
と

い
う
。
戦
災
で
焼
失
し
た

後
、
渡
邊
さ
ん
が
２
０
０

４
年
に
再
建
し
た
が
、
環

状
２
号
線
の
道
路
工
事
に

伴
い
、
わ
ず
か
５
年
で
立

ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。

　

「
切
腹
最
中
」「
義
士

よ
う
か
ん
」
と
い
っ
た
忠

臣
蔵
に
ち
な
ん
だ
商
品
で

人
気
の
高
い
渡
邊
さ
ん
の

店
舗
は
田
村
邸
跡
地
に
あ

り
、
こ
の
ほ
ど
新
工
場
が

入
る
７
階
建
て
ビ
ル
を
新

築
。
道
路
に
面
し
た
一
角

に
わ
ざ
わ
ざ
ス
ペ
ー
ス
を

取
り
、
田
村
銀
杏
稲
荷
大

明
神
を
遷
座
し
た
。

　

大
正
元
年
創
業
か
ら
３

代
目
の
渡
邊
さ
ん
は
「
う

ち
の
店
が
あ
る
の
は
浅
野

公
や
赤
穂
義
士
の
お
か

げ
。
銀
杏
稲
荷
を
再
建
し

た
い
と
い
う
念
願
が
か
な

っ
て
う
れ
し
い
」
と
喜

び
、「
地
域
の
歴
史
を
語

り
継
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

（
写
真
は
再
建
さ
れ
た
田

村
銀
杏
稲
荷
と
渡
邊
仁
久

さ
ん
）
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搬
出
も
Ｏ
Ｋ
。見
積
無
料
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。年
末
は
混
み
合
い
ま

す
の
で
早
め
の
片
付
け
を

◎
遺
品
整
理
始
め
ま
し

た
。「
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト
テ

ッ
ク
」中
広
１
３
７
０
の

１
☎
43
・
５
３
２
８

　

▼
お
知
ら
せ
＝
日
頃
よ

り
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
パ
ネ
ッ

ト
ー
ネ
の
店
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。12
月
か

ら
3
月
ま
で
、土
日
祝
日

の
営
業
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、冬
休
み
の
２３

日
か
ら
３０
日
ま
で
と
、
３

日
か
ら
６
日
ま
で
は
通
常

営
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。4
月
か
ら
平
日
も
営

業
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。パ
ネ
ッ
ト
ー
ネ
は
、

引
き
続
き
さ
く
ら
ぐ
み
で

販
売
し
て
お
り
ま
す
の

で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ト
ロ
ン
ケ
ッ
ト（
パ
ウ
ン

ド
型
の
パ
ネ
ッ
ト
ー
ネ
）

は
、サ
リ
ー
タ
や
パ
オ
ー

ネ
さ
ん
で
も
販
売
し
て
お

り
ま
す
の
で
、是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。「
シ
ョ
ー
シ

ョ
ー
」御
崎
2
の
１
☎
45
・

３
０
３
０

　

▼
赤
穂
野
菜
と
地
魚
の

店「
五メ

月イ

」12
月
９
日
オ
ー

プ
ン
＝
赤
穂
で
育
っ
た
お

野
菜
と
地
の
魚
を
使
っ
た

創
作
野
菜
料
理
。木
の
温

も
り
が
伝
わ
る
店
内
。忘

年
会
、接
待
、結
婚
式
2
次

会
な
ど
40
名
様
程
度
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。中
国
銀

行
裏
☎
56
・
６
２
２
１

　

▼
お
正
月
の
お
せ
ち・

オ
ー
ド
ブ
ル
承
り
ま
す
＝

お
せ
ち
三
段
重
３
万
２
４

０
０
円
。お
せ
ち
風
オ
ー

ド
ブ
ル
三
人
盛
１
万
８
０

０
円
、五
人
盛
１
万
６
２

０
０
円
。税
込
。締
切
１２
月

２０
日
◎
忘
年
会
・
新
年
会

受
付
中
、予
算
相
談
。割
烹

「
瑞
喜
」正
保
橋
町
☎
４２
・

０
８
９
３

　

▼『
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー

ド
ブ
ル
』承
り
ま
す
＝
オ

ー
ド
ブ
ル（
約
４
人
前
）＋

ピ
ザ
１
枚
付
き
で
１
万
円

（
税
別
）。数
量
限
定
※
２４

日
お
渡
し
で
す
。「
Ｍ
，ｓ

Ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
」加
里
屋

７４
の
１８
☎
４３
・
３
７
３
８

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
２４
日
ま
で
ク

リ
ス
マ
ス
セ
ー
ル
開
催

中
。葉
牡
丹
苗
、花
苗
、鉢

花
、多
肉
植
物
、観
葉
植

物
、レ
ジ
に
て
２
割
引
。い

よ
い
よ
年
末
、ク
リ
ス
マ

ス
や
お
正
月
の
用
意
も
そ

ろ
そ
ろ
で
す
よ
。か
わ
い

い
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
や
リ

ー
ス
な
ど
値
下
げ
。お
買

い
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
水
仙
な

ど
の
秋
植
え
球
根
も
レ
ジ

に
て
３
割
引
。在
庫
限
り

と
な
り
ま
す
の
で
、お
早

目
に
ど
う
ぞ
。植
込
み
済

み
の
葉
牡
丹
ボ
ー
ル
プ
ラ

ン
タ
ー
植
え
は
、葉
牡
丹

苗
が
ぎ
っ
し
り
入
っ
て
豪

華
で
す
。ポ
ン
と
置
く
だ

け
で
正
月
準
備
が
で
き
ま

す
ヨ
。葉
牡
丹
苗
と
花
苗

の
寄
せ
植
え
も
た
く
さ
ん

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。贈

り
物
に
、お
礼
に
、シ
ク
ラ

メ
ン
や
花
の
詰
め
合
わ
せ

ア
レ
ン
ジ
、シ
ン
ビ
ジ
ュ

ー
ム
等
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
、と
て
も
華
や
か
で
す
。

寄
植
の
ご
注
文
は
２４
日
ま

で
受
付
し
て
い
ま
す
。ご

予
算
に
応
じ
て
お
作
り
し

ま
す
〇
ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
／
本
日
１３
時

半
〜
、フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン

フ
ァ
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。費

用
２
７
０
０
円
。若
干
の

空
席
あ
り
。お
電
話
く
だ

さ
い
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
５
％
還
元
。ご
利
用

く
だ
さ
い
。「
㈲
米
口
グ
リ

ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津

☎
４６
・
８
０
０
１

　

▼
笑
い
ヨ
ガ
教
室
＝
薬

剤
師
が
お
届
け
す
る
心
と

体
の
笑
い
の
処
方
せ
ん
。

１２
月
９
日（
月
）、加
里
屋

ま
ち
づ
く
り
会
館
で
１０
〜

１１
時
。２３
日
、
１
月
６
日
、

２０
日
も
あ
り
。
１
回
５
０

０
円
。「
ス
マ
イ
ル
エ
ン
ジ

ェ
ル
」☎
０
８
０
・
７
８
９

４
・
８
７
６
７（
小
西
）

　

▼
忠
臣
蔵
講
談
＝
１２
月

８
日（
日
）、花
岳
寺
で
１０

時
開
演
。講
談
師
若
林
鶴

雲
先
生（
赤
穂
観
光
大
使
）

が
来
穂
。無
料
。「
忠
臣
蔵

ウ
イ
ー
ク
実
行
委
員
会
」

☎
４２
・
２
１
３
３

　

▼
飛
び
出
せ
！
赤
穂
ら

じ
お
ｉ
ｎ
忠
臣
蔵
ウ
イ
ー

ク
＝
１２
月
８
日（
日
）１０
時

半
〜
１４
時
、Ｊ
Ｒ
播
州
赤

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
３
７
０
円

１
㌧
未
満
５
８
２
３
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
５
３
０
円

２
㌧
未
満
７
４
７
３
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
３
７
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
８
２
３
０
円

ノ
ー
ト
級
６
６
５
３
０
円

セ
レ
ナ
級
７
４
７
３
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
電

話
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。☎

４３
・
３
９
３
９

　

▼
着
付
承
り
ま
す
＝
冠

婚
葬
祭
そ
の
他
す
べ
て
の

き
も
の
着
付
け
を
お
手
伝

い
致
し
ま
す
。
佳
日
は
重

な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。「
佐

井
」
木
下
町
☎
４３
・
８
４

６
３
、
☎
０
８
０
・
３
８

１
２
・
６
０
７
７

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若

草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼
訪
問
カ
ッ
ト「
わ
し

お
」＝
病
気
、足
腰
が
悪

い
、認
知
症
な
ど
で
美
容

院
に
行
き
に
く
い
方
、女

性
美
容
師
が
こ
ち
ら
か
ら

伺
っ
て
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

料
金
は
市
内
一
律
３
千

円
。お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。中
広
☎
０
８
０
・

６
１
２
９
・
３
１
５
４

　

▼「
あ
そ
ぶ・
ど
工
房
」

＝
冬
を
楽
し
く
す
る『
さ

を
り
織
り
展
』（
コ
ー
ト
、

バ
ッ
グ
な
ど
）と
冬
物
衣

料
バ
ー
ゲ
ン
。１２
月
７
日

（
土
）・
８
日（
日
）・
１１
日

（
水
）・
１２
日（
木
）・
１３
日

（
金
）１０
〜
１６
時
。加
里
屋

（
新
町
公
園
西
南
１
０
０

㍍
）☎
４３
・
４
０
１
３

　

▼
着
ぐ
る
み
レ
ン
タ
ル

し
ま
す
＝
ト
ナ
カ
イ
、
ネ

ズ
ミ
、
イ
ヌ
、
ミ
ケ
ネ

コ
、
パ
ン
ダ
、
サ
ル
、
ト

ラ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ウ
マ
。

２
泊
３
日
４
５
０
０
円
。

ご
予
約
受
付
中
。「
山
陽

レ
ン
タ
ル
」
相
生
市
双
葉

☎
０
９
０
・
９
５
４
１
・

４
９
２
６
（
有
田
）

　

▼
粗
大
ゴ
ミ
の
処
分
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
＝
年
末

の
大
掃
除
を
始
め
ま
せ
ん

か
。大
き
な
家
財
道
具
・
重

量
物
・
大
型
家
電
な
ど
搬

出
し
ま
す
。上
階
か
ら
の
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穂
駅
１
階
の
赤
穂
駅
そ
ば

屋
前
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
を
公
開
生
放
送
。

観
光
情
報
と
楽
し
い
ト
ー

ク
を
お
送
り
し
ま
す
。駅

周
辺
で
は
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ（
７６
・

１
Ｍ
Ｈ
ｚ
）で
も
ど
う
ぞ
。

☎
０
９
０
・
９
４
６
８
・
６

２
６
５（
川
上
）

　

▼
集
金
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
鷆
和
・
折
方
方
面
。手
数

料
２
万
円
〜
（
件
数
に
よ

る
）。２５
日
か
ら
月
初
め
に

か
け
て
、個
別
に
訪
問
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。「
神
戸

新
聞
赤
穂
専
売
所
」加
里

屋
２
１
６
４
の
２２
☎
４３
・

５
７
０
０

　

▼
正
社
員
募
集「
㈱
赤

穂
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」＝
コ

マ
ツ
契
約
店
。建
設
機
械

販
売
、修
理
、溶
接
修
理
、

新
車
組
立
て
等
○
各
種
保

険
完
備
。昇
給
、賞
与
、退

職
金
制
度
あ
り
。給
料
23

万
円
〜
（
研
修
期
間
あ

り
）。8
時
30
分
〜
17
時
30

分
。年
間
休
日
１
０
２
日

（
自
社
カ
レ
ン
ダ
ー
）○
本

物
の
技
術
を
身
に
つ
け
ま

せ
ん
か
。経
験
の
あ
る
方

優
遇
し
ま
す
。車
や
バ
イ

ク
、機
械
い
じ
り
が
好
き
、

一
度
話
だ
け
で
も
聞
い
て

み
よ
う
と
い
う
方
、ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。大
津

北
田
３
２
０
の
８１
☎
４５
・

１
３
５
９（
代
）

　

▼
急
募・朝
刊
配
達
員・

集
金
員
＝
①
朝
刊
配
達
員

／
尾
崎
ま
た
は
塩
屋
地

区
。午
前
１
時
半
〜
５
時

の
間
の
約
３
・
５
時
間
。月

約
３
万
５
千
円（
部
数
に

よ
る
）。要
原
付
免
許
※
月

４
回
以
上
休
み
②
集
金
員

／
塩
屋
・
新
田
ま
た
は
尾

崎
地
区
。２５
日
〜
月
初
で

月
１
万
円
〜（
部
数
に
よ

る
）。初
め
て
の
方
も
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「
読
売
新
聞
Ｙ
Ｃ
赤
穂
」海

浜
町
☎
４２
・
２
２
５
３

　

▼
冬
期
ア
ル
バ
イ
ト
募

集
＝
カ
キ
加
工
場
で
の
作

業
。時
間
７
時
〜
１６
時
頃
。

時
給
１
０
０
０
円
〜
。昼

食
付
。学
生
、フ
リ
ー
タ
ー

歓
迎
。Ｗ
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｋ
。平

日
勤
務
で
き
る
方
希
望
。

「
小
林
水
産
㈲
」坂
越
☎
０

８
０
・
８
５
１
８
・
９
４
４

５
、☎
４８
・
０
６
０
６

　

▼
割
烹
旅
館「
鹿
久
居

荘
」正
社
員・バ
イ
ト
募
集

＝
接
客
、フ
ロ
ン
ト
。
９

～
１５
時
、１０
～
１７
時
、１８
～

２２
時
、１１
～
２１
時
等
の
シ

フ
ト
制
。
１
日
４
時
間
程

度
で
も
Ｏ
Ｋ
。１７
～
５５
歳

の
長
期
可
能
な
方
、土
日

祝
の
み
も
歓
迎
。時
給
９

０
０
円
〜
１
０
０
０
円
。

時
間
は
面
談
の
上
応
相

談
。未
経
験
者
可
。☎
４２
・

１
１
３
０
（
赤
穂
店
）、☎

０
８
６
９
・
７２
・
０
３
４
５

（
日
生
店
）

　

▽
８
日
＝
き
む
ク
リ
ニ

ッ
ク
☎
４５
・
７
３
５
５

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

　 　

　 　


	20191207_01面
	20191207_02面

